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現状維持に固執するのはなぜだろうか」［成田 2004 : 15］と問いを立て，それは入所者の





するのが先決ではないか。」［成田 2004 : 16］と指摘している。
　また，小畑［2007］は，らい予防法という「法という名に値しない法」が長期間に渡っ
て廃止されなかった主な理由は，入所者が「「結合」「内閉」「切断」という歪んだ「精神
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